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接頭辞が続 き、少 々嫌気がさしてくる頃ですが、

まとめて覚 えた方が後で整理するときに便利です

し、よく使 われる ものはあと半分ばかりを残 すだ

けですので、 もう少し頑張 りまし ょう。 二の接頭

辞 さえ クリアす ればワンステ ップ進んだような気

分になれることうけあいです。

ｉｎｔｅｒ：～の間の

ｐｒｏ ：前方、以前

ｐｒｅ ：前、前の、以前の

ａｎｔｅ ：前の、以前の

ｐｏｓｔ ：後の、以後の

ｉｎｔｅｒ は、 前回 ｉｎｔｒａがでた時に、一緒に例を

あげて関連づけて見ておい た方がよかったのか も

しれませんが、抜 けてしまい ましたので今回あげ

てお きます。

ｃｈｏｎｄｒ／ｏは軟骨を表す連結形 ですが、 ｉｎｔｅｒ／

ｃｈｏｎｄｒ／ａ川こす ると軟骨間のとい う意味になりま

す。 ｄｅｎｔ／ｏは歯を表す連結形で、ｉｎｔｅｒ／ｄｅｎｔ／ａｌ

は歯間のを意味します。 ｆｉｂｒ／ｏは線維を指す語で

すが、ｉｎｔｅｒ／ｆｉｂｒ／ｏｕｓで線維間のとな ります。大

腿のを表す形容 詞ｆｅｍｏｒ／ａｌ か ら は ｉｎｔｅｒ／ｆｅｍｏｒ

／ａｌ大腿間のとい う語がつく られます。鎖骨のを

指す形容詞 ｃｌａｖｉｃｕｌ／ａｒ か らは ｉｎｔｅｒ／ｃｌａｖｉｃｕｌ

／ａｒ鎖 骨 間のとい う言 葉ができます。ｉｎｔｅｒ／ｃｏｓｔ

／ａ川ま肋骨間のです。

ｐｒｏは空間的、時間的な前、前方を表します。

ｇｎｏｓ／ｉｓはギ リシア語で知ること、知識を表す言

葉ですが、 ｐｒｏ／ｇｎｏｓ／ｉｓ とすると前 もって知 るこ

と、予知、予後 とい う意味になります。ｄｒｏｍ／ｏは

走 るに当たるギリシア語か らきてい る連結形です

が、 ｐｒｏ／ｄｒｏｍ／ｅ にすると病気の前を走 ること、

接近しつつあ る病気を示 す症候、すな わち前徴を

指し ます。 ｐｒｏ／ｃｅｐｈａｌ／ｉｃは前頭の、ｐｒｏ／ｏｔ／ｉｃは

前耳のとなります。

ｐｒｅも空間的、時間的な前、前方を意味します

が、これはラテン語由来の語根につきます。ｎａｔ／

ａｌは出産の、分娩のという形容詞ですが、 ｐｒｅ／

ｎａｔ／ａｌにすると出生前のとなります。骨髄を表す

連結形 ｍｙｅｌ／ｏからは ｐｒｅ／ｍｙｅｌ／ｏ／ｃｙｔ／ｅ前骨髄球

という語ができます。ｐｒｅ／ｃａｎｃｅｒは前癌、前癌

状態です。ｐａｌａｔ／ｏは口蓋を表す連結形ですが、

ｐｒｅ／ｐａｌａｔ／ａｌにすると口蓋前部のという語になり

ます。ｔｙｍｐａｎ／ｏは鼓室、中耳を意味する連結形

ですが、ｐｒｅ／ｔｙｍｐａｎ／ｉｃとすると鼓膜前の、鼓膜

前方のになります。膝蓋骨のという形容詞ｐａｔｅｌｌ

／ａｒからはｐｒｅ／ｐａｔｅｌｌ／ａｒ膝蓋骨前の、膝蓋骨前方

のという語がつくられます。ｐｒｅ／ｃａｒｄｉ／ａｃは心臓

前方の、前胸部のです。

ａｎｔｅはｐｒｅとほとんど同じ使い方をしますが、

ｐｒｅほど多くは使われません。 ｃｕｂｉｔ／ａｌは肘のと

いう意味の連結形ですが、ａｎｔｅ／ｃｕｂｉｔ／ａｌ にする

と肘前のになります。腕を表す連結形 ｂｒａｃｈｉ／ｏ

からはａｎｔｅ／ｂｒａｅｈｉ／ａ１前腕のという語がつくられ

ます。ａｎｔｅ／ｎａｔ／ａｌは出産前のです。

ｐｏｓｔは時間的、空間的な後、後方を指し、ラテ

ン語根につきます。ｓａｃｒ／ｏは仙骨を表す語です

が、ｐｏｓｔ／ｓａｃｒ／ａｌにすると仙骨後の、仙骨後方の

という言葉ができます。ｎａｓ／ｏは鼻に関する連結

形で、ｐｏｓｔ／ｎａｓ／ａｌは鼻後方の、後鼻腔のを表し

ます。口に関する連結形ｏｒ／ｏからは ｐｏｓｔ／ｏｒ／ａｌ

口後のという語がつくられます。ｏｒｂｉｔ／ａｌは眼寫

のという形容詞ですが、ｐｏｓｔ／ｏｒｂｉｔ／ａｌで眼寫後

方のという意味になります。ｐｏｓｔ／ｃｏｓｔ／ａｌは肋骨

後方の、ｐｏｓｔ／ｕｔｅｒｉｎｅは子宮後方のです。ｖａｃｃｉｎ

／ａｌは種痘の、ワクチンのという形容詞ですが、

ｐｏｓｔ／ｖａｃｃｉｎ／ａｌで種痘後の、 ワクチン後のという

意味になります。ｐｏｓｔ／ｎａｔ／ａｌは生後のです。

では今回はこの辺で。
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